
　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
通
常
の
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
以
外
に
、
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
一
般

の
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
次
の
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
大
正
琴
演
奏
会

　●

日
時
…
４
月
25
日

（金）
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

　●

場
所
…
開
戸
セ
ン
タ
ー

　●

内
容
…
日
本
の
文
化
で
あ
る
大
正

　
琴
の
演
奏
会
で
す
。
馴
染
み
の
歌

　
を
歌
っ
た
り
、
癒
さ
れ
る
大
正
琴

　
の
音
色
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り

　
と
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

　
し
く
だ
さ
い
。

　●

講
師
…
す
い
と
ぴ
ぃ
ー
の
会

　●

対
象
…
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方

　●

定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

　●

費
用
…
３
０
０
円

▽
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ

　●

日
時
…
４
月
30
日

（水）
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
２
時
30
分

　●

場
所
…
萩
野
セ
ン
タ
ー

　●

内
容
…
今
も
昔
も
心
を
熱
く
さ
せ

　
る
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り

　
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　●

講
師
…
柳
川
清
安
さ
ん

　●

対
象
…
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方

　●

定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

　●

費
用
…
３
０
０
円

▽
か
ん
た
ん
折
り
紙
教
室

　●

日
時
…
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
毎

　
月
第
４
月
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３

　
時

　●

場
所
…
開
戸
セ
ン
タ
ー

　●

内
容
…
四
季
折
々
の
も
の
を
、
１

　
枚
の
折
り
紙
で
立
体
的
に
表
現
す

　
る
面
白
さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ

　
い
。
指
先
を
使
う
こ
と
で
脳
の
活

　
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　●

講
師
…
北
島
初
音
さ
ん

　●

対
象
…
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方

　●

定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

　●

費
用
…
１
回
７
０
０
円
（
材
料
費

　
込
み
）

▽
メ
モ
リ
ー
サ
ロ
ン
は
な
み
ず
き

　
「
作
っ
て
食
べ
よ
う
！
」

　●

日
時
…
４
月
24
日

（木）
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時

　●

場
所
…
萩
野
セ
ン
タ
ー

　●

内
容
…
「
は
な
み
ず
き
」
は
、
も

　
の
忘
れ
や
記
憶
症
状
に
関
す
る
悩

　
み
や
不
安
を
抱
え
る
方
々
の
集
い

　
の
場
と
し
て
、
毎
週
木
曜
日
に
実

　
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
「
作
っ

　
て
食
べ
よ
う
！
」
は
「
パ
ン
ケ
ー

　
キ
Ｄ
Ｅ
こ
い
の
ぼ
り
」
で
す
。

　●

対
象
…
市
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ

　
な
ど
の
不
安
や
悩
み
を
感
じ
て
い

　
る
方
と
そ
の
家
族

　●

定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

　●

費
用
…
３
０
０
円

　●

持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
各
セ
ン
タ
ー

　
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

　●

萩
野
セ
ン
タ
ー
（
雨
間
５
３
３
―

　
１
、
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

　●

開
戸
セ
ン
タ
ー
（
渕
上
３
３
２
―

　
１
、
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

▽
秋
川
教
室

　●

場
所
…
市
役
所
別
館
３
階
第
１
会

　
議
室

　●

期
日
…
５
月
12
日
〜
７
月
７
日
の

　
月
曜
日

▽
五
日
市
教
室

　●

場
所
…
五
日
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　●

期
日
…
５
月
13
日
〜
７
月
８
日
の

　
火
曜
日

※
全
９
回
の
教
室
で
す
。
ど
ち
ら
か

　
の
教
室
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
内
容
　
口
の
体
操
、
唾
液
腺
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
、
試
食
、
体
力
測
定
、
筋

　
力
ア
ッ
プ
体
操
な
ど

▽
講
師
　
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養

　
士
、
看
護
師
 

▽
対
象
　
65
歳
以
上
の
方

▽
定
員
　
15
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
運
動
制
限
の
あ
る
方
は

　
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
15
日

（火）
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援

　
課
高
齢
者
支
援
係
（
直
通
５
５
８

　
・
１
９
５
３
）

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
や

地
域
貢
献
を
奨
励
・
支
援
し
、
高
齢

者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
介
護
支
援
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
機
関
を
介
護
老
人
福
祉
施

設
に
加
え
て
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
３
施
設
追
加
し
ま
し

た
。

　
生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
求
め
て

い
る
方
、
社
会
参
加
活
動
で
自
ら
の

健
康
を
維
持
し
た
い
方
な
ど
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
登
録
し
た
方
が

介
護
保
険
施
設
な
ど
で
行
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
１
時
間

に
つ
き
１
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
（
１

日
２
ス
タ
ン
プ
ま
で
）
、
翌
年
度
に

申
請
す
る
こ
と
で
、
た
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
を
10
ポ
イ
ン
ト
当
た
り
千
円
の

交
付
金
に
換
金
で
き
ま
す
（
各
年
度

の
換
金
限
度
額
は
５
千
円
）
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
保
険

　
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

　
方
）
で
要
介
護
認
定
や
要
支
援
認

　
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
活
動
に
当
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
活
動
方
法
　
希
望
す
る
日
時
、
場

　
所
、
活
動
内
容
を
基
に
、
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
の
実
施
を
社
会
福
祉
協
議

　
会
で
調
整
し
ま
す
。

▽
追
加
受
入
機
関

　●

萩
野
セ
ン
タ
ー
（
雨
間
５
３
３
―

　
１
）

　●

開
戸
セ
ン
タ
ー
（
渕
上
３
３
２
―

　
１
）

　●

五
日
市
セ
ン
タ
ー
（
舘
谷
台
17
）

※
受
入
機
関
は
、
他
に
も
介
護
老
人

　
福
祉
施
設
13
施
設
を
指
定
し
て
い

　
ま
す
。

▽
申
込
み
　
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
（
☎
５
９
５
・
９
０
３

　
３
）

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　
支
援
係

▽
日
時
　
４
月
25
日

（金）
　
午
前
10
時

　
〜
11
時

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
楽
器
を
使
っ
て
親
子
で
楽

　
し
く
遊
ぶ

▽
講
師
　
吉
野
良
子
さ
ん
（
音
楽
療

　
法
士
）

▽
対
象
　
１
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員
　
20
組
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
16
日

（水）
か
ら

　
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
電
話
で
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
子
ど
も
家
庭

　
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
５
０
・
３

　
３
１
３
）

▽
日
時
　
５
月
９
日
・
23
日
、
６
月

　
13
日
の
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11

　
時
15
分

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育

　
児
や
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お

　
母
さ
ん
の
食
事
や
お
友
だ
ち
づ
く

　
り

▽
講
師
　
保
健
師
・
図
書
館
司
書
・

　
管
理
栄
養
士

▽
対
象
　
第
１
子
で
生
後
３
か
月
か

　
ら
５
か
月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の

　
母
親

▽
定
員
　
15
組
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
子
ど
も
家
庭

　
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
５
０
・
３

　
３
１
３
）

▽
ご
っ
く
ん
コ
ー
ス

　●

日
時
…
５
月
30
日

（金）
　
午
前
10
時

　
30
分
〜
11
時
30
分
（
10
時
か
ら
受

　
付
）

　●

内
容
…
離
乳
食
の
進
め
方
〜
離
乳

　
食
１
回
食
を
中
心
と
し
た
お
話
と

　
実
演
〜

　●

対
象
…
お
お
む
ね
５
か
月
か
ら
６

　
か
月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

　●

定
員
…
16
人
（
申
込
み
順
）

▽
も
ぐ
も
ぐ
＆
か
み
か
み
コ
ー
ス

　●

日
時
…
５
月
７
日

（水）
　
午
前
10
時

　
30
分
〜
11
時
30
分
（
10
時
か
ら
受

　
付
）

　●

内
容
…
離
乳
食
２
〜
３
回
食
を
中

　
心
と
し
た
実
演
と
試
食

　●

対
象
…
お
お
む
ね
７
か
月
か
ら
11

　
か
月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

　●

定
員
…
16
人
（
申
込
み
順
）

　●

保
育
室
…
定
員
10
人
（
対
象
児
の

　
み
）

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
（
直
通
５
５
８
・
５
０
９

　
１
）

▽
日
程
・
内
容

　●

１
日
目
…
５
月
15
日

（木）
、
マ
タ
ニ

　
テ
ィ
ラ
イ
フ
ク
ラ
ス

＊
内
容
…
お
産
の
話
と
妊
婦
体
操
、

　
産
科
医
師
か
ら
の
お
話
「
妊
娠
中

　
の
体
の
変
化
と
生
活
に
つ
い
て
」

　●

２
日
目
…
５
月
29
日

（木）
、
食
べ
て

　
・
歯
っ
ぴ
い
ク
ラ
ス

＊
内
容
…
歯
科
健
診
（
妊
婦
の
方
の

　
み
）
と
歯
科
医
師
か
ら
の
お
話

　
「
妊
娠
中
の
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い

　
て
」
、
赤
ち
ゃ
ん
と
家
族
の
食
話

　●

３
日
目
…
６
月
５
日

（木）
、
子
育
て

　
準
備
ク
ラ
ス

＊
内
容
…
保
育
の
ポ
イ
ン
ト
、
体
験

　
（
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
、
お
む
つ

　
交
換
、
妊
婦
体
験
）
、
妊
娠
期
か

　
ら
の
絵
本
の
活
用

▽
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
１
時
15
分
か
ら
受
付
）

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
対
象
　
出
産
予
定
日
が
お
お
む
ね

　
平
成
26
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

▽
定
員
　
40
人
（
申
込
み
順
）

※
歯
科
健
診
は
妊
婦
の
方
の
み
30
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
（
直
通
５
５
８
・
５
０
９

　
１
）

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

生
き
が
い
　
や
り
が
い

支
え
あ
い
　
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

楽
器
で
遊
ぼ
う

に
こ
に
こ
離
乳
食
教
室

　生活習慣の変化や高齢化などによ

り、がんになる人が増えています。

男性、女性ともに、およそ２人に１

人が一生のうちにがんと診断される

と言われており、誰もが気を付けな

ければならない病気です。

　そもそも、がんとは何なのでしょ

うか。がんは、体の中にある正常な

細胞が変化してできたものです。正

常な細胞には決められた周期があり、

私たちの体は一部の細胞を除いて常

に入れ替わっています。皮膚は28日、

血液は約４か月で新しくなります。

この入れ替わりをコントロールして

いるのが、遺伝子です。

　ところが、この遺伝子に何らかの

原因で傷がつくと細胞の入れ替わり

をコントロールできなくなり、がん

に変化する場合があります。

　この遺伝子に傷がつくことは、誰

にでも起こります。だからこそ、継

続的に検診を受けて、自分のからだ

をチェックしてあげることが大切で

す。がんは、検診で発見された場合

と、検診以外で発見された場合で

は、生存率は次の表のように大きく

異なります。

　がん検診といっても、自治体で行

っているもの、健康保険組合等が独

自に行っているもの、自主的に人間

ドックで受けるものなど、さまざま

な種類があります。市では、胃・大

腸・肺・前立腺・乳・子宮がん検診

を行っています。今年度のがん検診

の募集は、６月ごろ行う予定です。

詳細は広報をご覧ください。がんで

健康を損なわないように継続的にが

ん検診を受けましょう。

○問合せ　健康課健康づくり係

発見の仕方による生存率の違い

※（財）がん研究振興財団「がんの統計'05」より


